
實 

相 

院 

だ 

よ 

り 
 
 
 

令
和
七
年
十
二
月 

   
   
   

   
   
   

   
   

百
四
十
二
号 

 

祈 い
の

ろ
う 前

途

ぜ

ん

と

が
開 ひ

ら

け
る
よ
う
に 

南
無

な

む

大
師

だ

い

し

遍
照

へ
ん
じ
ょ
う

金
剛

こ
ん
ご
う 

 

新
し
い
年
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。 

元
朝
護
摩
を
厳
修
し
、
新
し
い
年
の
幸
せ
、
合
格
成

就
、
児
童
安
全
な
ど
を
お
い
の
り
し
ま
す
。 

年
明
け
と
同
時
に
お
参
り
さ
れ
る
方
へ
手
作
り
の

甘
酒
を
接
待
い
た
し
ま
す
。 

正
月
一
日
～
三
日
に
地
獄
極
楽
絵
図
を
お
ま
つ
り

し
て
い
ま
す
。 

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

 

新
年
一
月
の
行
事
予
定 

一
日
～
三
日 

 

初 

詣 

十 

日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

昼
・
夜
詠
歌
講
合
同
の
初
奉
詠 

十
一
日
（
日
曜
日
）
午
前
六
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

檀
信
徒
参
加
の
初
朝
勤
行 

三
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
一
時 

 
 
 
 
 
 

 
 

不
動
尊
護
摩
供
祈
禱
法
要 

 

年
回
忌 

大
晦
日
よ
り
、
位
牌
堂
の
入
り
口
付
近
に
、
令
和
八

年
の
年
回
忌
表
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。 

初
詣
の
時
、
ご
先
祖
の
年
回
忌
を
確
認
し
、
一
年
の

計
画
を
お
立
て
く
だ
さ
い
。 

 

総 

代 

改 

選 

 
 

小
今
戸
担
当
総
代
森
田
彪
氏
が
六
月
十
七
日
ご

逝
去
さ
れ
、
後
任
に
森
田
真
澄
氏
に
九
月
一
日
付
け

で
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
九
月
三
十
日

の
総
代
任
期
（
三
年
）
満
了
で
、
浜
井
川
・
羽
立
担

当
総
代
中
山
英
悦
氏
が
病
気
療
養
の
た
め
、
退
任
さ

れ
、
後
任
に
遠
藤
政
勝
氏
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

森
田
彪
氏
は
昨
年
総
代
に
就
任
さ
れ
、
お
寺
の
行

事
に
多
く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
、
声
が
け
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

中
山
英
悦
氏
は
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
に
総

代
に
就
任
し
、
本
山
参
拝
旅
行
、
総
代
研
修
、
教
区

教
化
推
進
会
議
な
ど
に
必
ず
出
席
さ
れ
、
ま
た
實
相

院
を
護
持
す
る
た
め
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

お
二
方
の
菩
提
寺
實
相
院
護
持
運
営
、
興
隆
に
尽

く
さ
れ
た
ご
功
績
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

総 

代 

 

東
部
担
当 

遠
藤
茂
（
代
表
総
代
・
護
持
会
会
長
） 

 

西
部
担
当 

 
 

伊
藤
清
吉 

（
護
持
会
副
会
長
） 

南
部
担
当 

 
 

鎌
田
正
博 

（
護
持
会
副
会
長
） 

小
今
戸
担
当 

 
 
 
 
 

森
田
真
澄 

浜
井
川
・
羽
立
担
当 

 
 

遠
藤
政
勝 

  

 

護
持
会
委
員
・
監
事
欠
員
補
充 

 
 

護
持
会
総
会
で
、
総
代
に
就
任
し
た
遠
藤
政
勝
氏

の
後
任
の
委
員
に
中
道
眞
一
氏
を
、
総
代
に
就
任
し

た
森
田
真
澄
氏
の
後
任
の
委
員
に
森
田
光
晴
氏
を

選
任
し
ま
し
た
。 

 
 

護
持
委
員
会
で
、
遠
藤
政
勝
氏
の
後
任
の
監
事
に

遠
藤
真
毅
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。 


